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平
成
2
3
年
度
吉
舎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

回
高
齢
者
の
集
い
を
3
月
8
日
（
木
）

1
3
時
0
0
分
よ
り
吉
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
約
5
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。第

1
割
は
、
善
逝
寺
和
尚
の
講
話
で
し

た
。
昨
年
の
3
月
日
日
の
東
日
本
大
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
一
回
忌
を
迎
え
る
に

あ
た
り
「
人
の
幸
せ
と
は
何
か
」
を
問
わ
れ
ま

し
た
。
日
々
の
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
幸

せ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
日

常
を
失
わ
れ
た
方
を
想
い
、
3
月
日
日
に

日
常
生
活
を
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と

両
彊
十
轟
、
詐
震
悠

（
吉
川
　
清
憲
）

帰
ら
な
い
、
の
無

責
任
な
　
「
3
な

い
」
の
人
が
放
置

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
部
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
楽
居
」
の
職

員
さ
ん
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
軽
体
操
が
あ
り

ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
が
積
極
的
に
行
事
に
参
加
さ

徳
市
自
治
振
興
会
で
は
、
3
月
1
8
日

（
日
）
午
前
8
時
か
ら
東
。
中
・
西
の
各
組

に
別
れ
て
、
1
週
間
後
に
迫
っ
た
徳
市
分
校

の
閉
校
式
へ
向
け
て
地
域
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

一
斉
清
掃
が
始
ま
っ
た
数
十
年
前
に
比
べ

る
と
ゴ
ミ
の
量
も
格
段
に
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
あ
ち
こ
ち
に
タ
バ
コ
の

ポ
イ
捨
て
な
ど
が
目
に
つ
き
、
地
域
の
マ

ナ
ー
の
向
上
が
一
層
必
要
だ
と
感
じ
ら
れ
ま

した。清
掃
の
終
了
後
は
、
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
曽
根
光
生
さ
ん
か
ら
、
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
東
中
共
同
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

昨
年
4
月
か
ら
、
①
分
別
を
し
な
い
②
名
前

し
た
ゴ
ミ
袋
が
十
数
袋
に
達
し
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
約
半
分
を
占
め
る
状
態
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
責
任
を
持
っ
た

出
し
方
を
す
る
た
め
に
も
「
名
前
を
書
い
て
」

出
す
よ
う
特
に
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

（
野
営
原
　
暢
）

お
は
じ
き
〃
お
手
玉
・
あ
や
と
り
〃
ヨ
ー

ヨ
ー
“
竹
ト
ン
ボ
な
ど
、
児
童
た
ち
は
、
今
で

は
あ
ま
り
す
る
こ
と
が
な
い
遊
び
を
教
わ
り

な
が
ら
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
く

て
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

や
り
方
や
コ
ツ
を
覚
え
て
く
る
と
、
遊
び

が
結
構
面
白
か
っ
た
よ
う
で
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、
「
お
手
玉
の
や
り
方
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
」
　
「
お
は
じ
き
が
楽
し
か
っ
た
で
す
」

「
ま
た
や
り
た
い
で
す
」
と
言
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

（
K
“
N
）

3
月
1
4
日
　
（
水
）
　
八
幡
小
学
校
1
年
生

6
人
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
丸
田
い
き
い

き
サ
ロ
ン
（
参
加
者
2
3
名
）
の
方
た
ち
と
一

緒
に
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
昔
な
が
ら

の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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ささ町の名機をこ奪卿ですね？（義1）

吉舎町の名物 ��人数 

；（1）山の手・山の手料：睡・山の芋鰻i謂 ��15 

；②ワニ料理 ��7 

③馬流川 �7 

④まったけ �6 

⑤マムシ・まむしセンター �5 

⑥スッポン・スッポン義殖甥 �4 

⑦日影館高校 �4 

⑧尾崎山公園 �4 

⑨とみしの里 �3 

⑩いこいの森 �3 

⑪ヒガンバナ群生地 �1 

㊥品の滝 �l 

⑬とみし山・とみし山窮の海 �l 

その中で行かれたり、食べた義教が

さありの鱒はきんですか？（裏2）

吉舎町の名物 �人数 

①山の芋料理・山の芋鐙顕 �13 

②まったけ �2 

（㊤ワニ料理 �2 

④とみしの里 �2 

⑤尾崎山公園 �2 

⑥馬浅川 �1 

今回のツアー全体の感想は？

悪かった �あまり 良くない �普通 �良かっだ �とても 良かっだ 

⑪バス車中 �0 �0 �3 �l �13 

②いちご狩り �0 �0 �0 �2 �22 

③昼食「田舎料理」 �0 �0 �0 �6 �18 

④餅つき �0 �0 �2 �7 �16 

⑤シイタケの薗打ち体験 �0 �0 �2 �5 �18 

⑥お土産（シイタケ、お餅、園打ち原木） �0 �0 �0 �6 �18 

⑦吉舎の人々 �0 �0 �0 �2 �22 

⑧ツアーのテーマ・コンセプト �0 �0 �0 �10 �14 

⑨ツアーの実施時期 �0 �0 �3 �11 �10 

⑩ツアー全体の感想 �0 �0 �0 �8 �16 
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3
月
3
日
　
（
土
）
　
に
行
わ
れ

た
、
里
山
体
験
ツ
ア
ー
“
は
た
や

ま
さ
ん
ち
の
い
ち
ご
狩
り
と
原
木

し
い
た
け
菌
打
ち
体
験
〟
　
の
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
出
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
や
は
り
皆
さ
ん
、
い
ち
ご
狩
り

や
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
の
体
験
型

ツ
ア
ー
に
魅
力
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
し
た
。
田
舎
料
理
を
堪

能
し
て
、
地
元
の
味
と
沢
山
の
お

土
産
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

「
地
元
の
皆
さ
ん
が
『
こ
ん
な
も

の
』
と
思
わ
れ
る
事
も
私
達
に
は

新
鮮
で
す
。
」
と
書
か
れ
て
い
た

の
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
と
吉
舎
町
民
の

お
も
て
な
し
の
心
が
、
訪
れ
た

方
々
の
心
を
癒
し
た
の
で
は
な
い

し
ょ
う
か
？

平
成
2
6
年
度

尾
道
－
松
江
　
中
国
横
断
道
路
全

面
開
通
に

伴
　
い
、
吉

舎
町
も
観

光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
立

ち
上
げ
ま

し
　
た
。
そ

れ
に
先
立

ち

、

3

月

2
2
日
松
江

へ
ガ
イ
ド

育
成
研
修

を
し
ま
し

た。

勉
強
な
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

お
手
本
に
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
が
、
今
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。
道
の
り
は
違
い
で
す

一
人
で
も
多
く
の
方
が
（
吉
舎
）
を
訪

れ
て
下
さ
る
様
に
、
私
自
身
も
（
吉
舎
）
の
事
を

深
く
知
ら
な
く
て
は
と
、
心
し
ま
し
た
。

松
江
の
方
に
「
三
次
に
是
非
お
い
で
下
さ

い
。
」
と
お
誘
い
し
て
吉
舎
へ
の
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

（
佐
々
木
　
み
わ
子
）

ま
．
．
〝
．
ェ
‡
寸
ま
J
j
ノ
亨
．
f
J
．
ヽ
・
春
雷
u
J
J
ご
‡
ノ
ゴ
ー
．
・
ま
ま
ご
ま
〕
王
子
ノ
子
宝
．
ユ
ま
ま
J
J
J
J
J
ま
ご
ま
ご
‡
十

一
で
〆
／
小
春
〔
〆
｛
（
十
十
二
卜
子
亀
で
．
小
手
一
手
人
事
か
〔
〔
〔
十
〔
ハ
ト
子
で
書
手
春
雲
〔
春
子
角
で
．
｛
－
．
嘉
子
♪
ま
ま
（
春
子
′
′
t
で
事
t
子
年

3
月
1
7
日
　
（
土
）
東
広
島
運
動
公
園
体
育
館
に

（
水
の
都
｝
　
松
江
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
名
の

方
に
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
＝
松
江
城
－
昼

食
－
小
泉
八
雲
記
念
館
－
武
家
屋
敷
－
松
江
歴
史

館
＝
四
時
間
余
り
を
、
熟
練
さ
れ
た
ガ
イ
ド
の
方

の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

松
江
城
は
　
（
千
鳥
城
）
　
と
も
呼
ば
れ
、
慶
長
1
6

年
か
ら
5
年
を
か
け
て
築
城
。
　
堀
尾
氏
3
代
、

京
極
氏
1
代
、
松
平
氏
1
0
代
　
（
初
代
直
政
は
家

康
の
孫
）
　
の
歴
史
で
昨
年
は
開
府
4
0
0
年
で
し

た
。
築
城
に
5
年
費
や
し
た
の
で
、
4
0
0
年
祭

も
（
2
0
0
7
～
2
0
1
1
）
お
祝
い
し
ま
し
た
。

記
念
に
、
家
老
屋
敷
跡
に
『
松
江
歴
史
館
』
が

一
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
ー

は
全
て
畳
敷
き
、
ス
タ
ッ
フ
は
和
装
ス
タ
イ
ル

で
、
訪
れ
る
人
々
を
江
戸
時
代
の
屋
敷
で
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
昼
食
は
、
『
出
雲
そ
ば
』
を
頂
き

松
江
の
ガ
イ
ド
の
方
は
歴
史
を
雪
中
沢
山
・

て
福
岡
県
〃
京
都

府
〃
大
阪
府
．
兵
庫

県
か
ら
の
参
加
者
も

含
め
約
1
7
0
名
の

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
愛
好

者
に
よ
る
交
流
会
が

行
わ
れ
吉
舎
町
か
ら

も
4
名
の
同
好
会

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し

ま
し
た
。

個
人
の
部
（
8

メ
ー
ト
ル
）
　
で
溝
上

洋
さ
ん
が
見
事
に
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

3
人
1
組
の
団
体
戦
で
吉
舎
チ
ー
ム
は
5
0

チ
ー
ム
中
6
位
と
健
闘
致
し
ま
し
た
。

健
康
に
も
良
く
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま

す
。
ど
な
た
に
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
を

皆
さ
ん
も
い
か
が
で
す
か
。

毎
週
水
曜
日
朝
1
0
時
か
ら
日
時
半
ま
で
吉
舎
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
練
習
し
て
い
ま

す。

（
曽
根
　
光
生
）
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回国霞題図回回国回国図回回国圃回国国璽囲囲回国回国園圃園轡回国回国園回国図回回国国頭園国頭囲画題回国園回国闇回国図回回国国璽園囲擾閻謡

軸ん桟で考えよう吉舎の地産地淵と念書　　その22中軸聞取局優賞受賞藁囲題蘭題圏轡翰圏回国園題回国団蟻酸圏鬱園回国囲闘圏轟隠闇駆回隠顕欝陽繊図回匪欝圏園題額園園圃陶圏圃酸囲霞蟹隠感闇鬱顕露圏圃酸闘題蟹霞圃闇蘭回顧随感圃圃欝浬圏図回圃蟹圏回国回国回国図回回顧圃

吉舎鶴理塙は地産地消給食等メニューコンテストで

中国回国農政局長賞を受賞しました

地産池消の取組を推進するため、農林水産省では、学校給食や社員食堂、外食・弁当などに地場農

林水産物の食材を活用した優れたメニューを表彰する「地産池消メニューコンテスト」が実施されて
います。

吉舎調理場は「山の芋のほくほくごはん、牛乳、だいこんなます、かぼちゃの米っこかきあげ、わ
かめ汁」のメニューを提出しました。審査の結果が3月12日に公表され、「中国四国農政局長賞」を

受賞することができました。（3月29日の中国新聞に掲載されました。）

受賞しなメニュー
吉舎町特産の山の芋を使ったメニュー

山の芋のほくほくごはん、牛乳、だいこんなます、かぼちゃの米っこかきあげ、わかめ汁

メニューの特徴

地元特産品の山の芋にごぼう、にんじんな
どを合わせて炊いた具を、町内産ごはんに混

ぜた「山の芋のほくほくごはん」は、生とは

違ったホクホクした山の芋の食感を味わうこ

とができます。また、「かぼちゃの米っこか

きあげ」は、かぼちゃ、たまねぎ、大豆、ち

りめんを米粉を使って揚げることで吸油率も
抑えられ、時間が経ってもべとつきません。

審査結果は中国四国農政局のホームページから見ることができます。
http：／／www．ma晶gojp／chushi／press／ke＿Zigyo布df／120312－01．pdf

3月27日中国四国農政局の方が、

賞状の授与のため来られました。

・－‾1ノ．1－■ � �∴ヾ ㌶： 総 ※ �海霧 懸 畿： �喜∴熊 �� ��線弼 ・親鶏 � � 

！、蕪－ �き嶋：＄： � 

綴 � � � � �竃 � ��：∴ 工； 謹 � � 

く：・ � 

・灘・ 

∴ �・1．1品品．・∴・言 ��� � 

∴∴ ∴ ∴∴ �∴ �き‘．シ ：：∴∴熊 ���懸 �懇窓議 ー ：：｛ 

／ 　う； ��緩生霊∵∵；∴∵溺 緩藍≡≡≡　　＝‥＿：郊 ���� � �� � � � � � 

懸 � � ��畿※：；：妾潔 � �� �� 遜’；； �����態 �芸 ��濡 諒潔 ， � � 

＼＼ � �ま・ 溺鎌態熊SS畷 ��〕・ま ∴ふ∴ ∴∴∴ �′食気、、 縫；！ � � � � �∴ ・∴∴ ：：：；、 ヾ＼ヾ ：＼＼． ∴∴＼ �撚ゝ ・滋 �　∵治∴寸言 －＿＿＿十㌧；ふ：＼∴ 慈観閲懸． �� 

二二二二譲≡≡‾議案発三： 一∴∴∴言∴ 三二二二三二霧で＝‾＝‾‾：・二二二十・・‾－T i � � �����∴： 

※＼†∴ �“‾“キ ー �；孫， � ��i…i・1－ ，．〟．露悪SSSS鰐詔詔書際 � ����舘 

（吉舎学校鈴食共同調理場職員）

吉舎調理場では、このたび受賞したことを励みに地場産物の活用をすすめ、おいしい

給食作りに取り組んでいきたいと考えています。

囲回国轡題回国図回回国闇回国匿国蘭画図回回国図回回国圃轡回国轡蟹団回国蟹闇回国回国回国回国図回図回図回回国回国轡轡回国圃圃回国回国図

6

議
団
翫
灘
図
回
露
蘭
国
憲
露
霊
認
諾
圃
麗
霞
題
露
露
攣
、
㌻
露
盤
圏
露
露
欝
墨
露
盤
露
懇
露
盤
計

図

鑑
園
園
園
闇
感
題
題
闇
閻
題
額
圃
露
盤
蟹
酸
題
囲
題
霞
鐙
轡
圏
蟹
題
回
国
図
回
囲

「．－．－”一 「．1．－．」



まるごときんさい　第37号瀦立田 麺重複z脇瀦警宣撫名護z鍾循

着図書案内（2月21日～3月20日受け入れ分）　　　瑞

平成24年4月10日

閉校記念誌・分校と私たち　八幡小学校徳市分校閉校記念誌発行記念行事実行委員会／編（徳

子どもから「すごい！」といあれる100のこと　「すごい！」子育て推進委員会／菩（アウトドア）

35歳からの育児高齢妊娠・出産、その先のおはなし　　渡辺とよ子／善（育児）

おいしいピッツァ生地がつくりたい、とおもったら　　宇田川　裕美／苦（料理

なにしてあそぶ？福知さんちの親子あそび日記　　福知　伸夫／若（あそび）

統合失調症患者を支えて生きる家族たち　　渡部　和成／箸

がんの「苦痛」をとる治療　　石井　典子／著（緩和ケア）
一発朗　　　藤代　尚文／編（言葉遊び）

晴天の迷いクジラ　　渥　美澄／善（小説）

祝言日和　　佐伯　泰英／著（小説）

児童書

新幹線・特急1000　全国名車決定版l（すかん）

ジャッキーのゆめ　　あだちなみ／絵（えはん）

さくらの里の風来坊　　川端誠／作・絵（えはん）

ありがとうlきゅうしょく　　平田　景／え（えはん）

じっちょりんのあるくみち　　かとう　あじゅ／作（えはん）

ミアはおおさなものがすき！　カトリーン・シェーラー／作（えはん）

とってあきのはいく　　　　　　　　村上　しいこ／作（よみもの）

わたしがおとなになったら　　　　　　辰巳　渚／著（じんせいくん）

これなんてよむ？たべものかんじ　　すなやま　えみこ／さぐえ（かん

胴係）鐙 ＼： 昏 ） 浅 �� ��言∴ � ���� � �〇　　一 

繋∴∴∴ざ薬 � ��∴子 譲 ＼∴∴ � �き き ��ヽ： �瀦 � 
・、・‘1．：場 

＼∴∴∴、、下さ ��－、 � ��・ヽ・高＿言 ��求 � �緩着 

・懸：・・ �� � �� ��ヾヽ � � 

．淋・’ li、◆ �� � �� ��� 

∴∴「∴「∴、、 ��� � � 

＼　i � ��；享 ∴ 1．．ノ＼ �∴∴∴義 　一ーリ？シ費 ��嶋 ��竿． � �」 

．∴ 駁 � � � �� �嘉 

．、、熊 � ��良筆 � �� ��実需畿・ 

∴、∴ 

饗率 � �i∴き �鉦・窃藻宗一 ��∴∴∴立「∴ ��� 

綴 
i綴 �� �� 

じ） � ��� � �� 

風の島へようこそ　くりかえしつかえるエネルギー　アラン・ドラモンド／作（エネルギー）

など　25冊

貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

：∴　主∴　　∴∴∴∴∴∴一∴ 

∴議書：；∴「∵∴∴∴ �＝iti � �「∴∴ ：∴： �∴　∴ �∴∴∴＊： 

∴＼∴ �　織機詔擬態渋 二・三闘撥 

隊i　発く濁 �� �、 一＼、一∴　∴： 

：＼∴　＼∴∴、∴∴＼＼∴　　∴ 

世精にひとつの絵本ができました。

今月のひとこと 
「チュピは今8歳。最近、私のおなかの上で毛布をチュチュ一、フミフミしながら彊るのです。 

赤ちゃん返り？おかげで毎朝腰痛ですが、これも小さいときさみしい思いをさせたせいかも。 

ならばチュピ、思いきり甘えなさいと、腰回し体操に励む日々なのです。」 

～「ちっぽナ村にねこ10ぴきと。　絵本作家の森ぐらし」　どいかや／著　より～ 

〇〇〇，：十言 

三次高書舎図書館　お問合せ℡43－4513（FAX東）
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里
5
月
の
お
は
な
し
広
場
は
、

墓
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

塞
と
　
き
　
5
月
5
日
（
土
）
1
0
時
0
0
分
～

漢
－
テ
ー
マ
　
か
ぜ
と
あ
そ
ぼ
う
豊

里
と
こ
ろ
　
吉
舎
図
書
館
　
絵
本
コ
ー
ナ
ー

萱
対
　
象
　
幼
児
～
一
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塞
毎
月
第
一
土
曜
日
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
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聖
吉
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図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
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平成24年4月10日まるごときんさい　第37号

敷地グラウンドみんなで鯉のぼりを揚げよう4月14日（土）13：30～

徳市自治交流センター花見の会”吉舎徳市自治交流センター発足祝賀会4月21日（土）19：00～

矢井イ組集会所たけのこ祭4月28日（土）

日彰館高等学校体育館第39回　目彰館館祖祭記念近県剣道大会4月29日（日）8：30～

日彰館高等学校　館祖祭4月29日（日）9：00～

雲通品の滝入口ヤマメ祭5月　4日（金）～6日（日）

三次市吉舎町吉舎718番地1電話“FAX：43－7272

三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062

8

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会
三次市吉舎支所

4
月
1
6
日
　
（
月
）

場
所
”
時
間

〇
三
次
市
役
所

〇
三
良
坂
支
所

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
。
成
ね
こ

1
頭
　
（
匹
）

○
仔
犬
・
仔
ね
こ

1
頭
　
（
匹
）

〃
5
月
7
日
　
（
月
）

1
0
時
0
0
分
～

日
時
0
0
分
～

（
生
後
9
1
日
以
上
）

に
つ
き
　
二
千
円

（
生
後
9
1
日
未
満
）

に
つ
き
　
四
百
円

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

℡
6
2
－
3
1
3
6

2
ト
ン
事

［
く
み
取
り
日
］
　
5
月
8
日
　
（
火
）

4
ト
ン
車

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
“
火
曜
日

（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先

総
合
調
整
係
　
℡
4
3
－
3
1
1
1

※
　
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週
金

曜
日
午
後
3
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支
所

総
合
調
整
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
余

裕
を
持
っ
て
早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す。

▼
新
斎
場
の
供
用
開
始
に
つ
い
て

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
新
し
い

斎
場
は
、
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

予
定
通
り
4
月
1
日
　
（
日
）
　
よ
り
業

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
吉
舎
斎
場
は
3
月
3
1
日

（
土
）
　
で
業
務
を
終
了
し
、
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
新
斎
場
（
悠
久
の

森
）
、
君
田
斎
場
、
甲
奴
斎
場
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
斎
場
は
三
次
市
大
田

幸
町
に
あ
り
、
吉
舎
支
所
か
ら
約
1
0
キ

ロ
　
（
双
三
農
免
道
使
用
）
　
の
距
離
が
あ
り

ま
す
。使

用
料
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受

付
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
市
民
生
活
課
及
び

各
支
所
で
行
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

環
境
政
策
課
　
　
℡
6
2
・
6
1
3
6

吉

舎

支

所

　

　

　

℡

4

3

－

3

1

1

1

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

利
用
に
つ
い
て

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
盤
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

場
所
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
〃
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

（
※
午
後
は
一
般
利
用
可
）

〃
4
月
1
3
日
。
2
0
日
〃
2
7
日

5
月
日
日
〃
　
1
8
日

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日

”
4
月
1
4
日
。
鳩
目
・
2
6
日

◎
施
設
開
館
時
は
支
所
宿
直
室
で
カ
ギ
を

受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
・
し
鳥
盲
4
3
－
3
1
1
1

▼
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

吉
舎
支
所
へ
配
属
さ
れ
た
職
員

支
所
長
　
中
野
誠
二
（
吉
舎
支
所
）

次
長
（
兼
総
合
調
整
係
長
）

沖
田
　
昌
子
（
保
険
年
金
課
）

総
合
調
整
係

主
任
　
　
田
口
　
寿
美
子
（
育
児
支
援
課
）

主
任
主
事
表
徳
美
（
甲
奴
支
所
）

保
健
師
　
今
本
美
緒
（
新
規
採
用
）

地
域
づ
く
り
係

係
長
　
　
永
岡
　
弘
美
（
土
木
課
）

主
任
　
　
福
永
　
和
夫
（
吉
舎
支
所
）

吉
舎
支
所
か
ら
転
属
し
た
職
員

支
所
長
　
藤
原
晴
彦
（
甲
奴
支
所
）

係
長
　
　
川
上
　
自
身
（
建
築
住
宅
課
）

主
任
　
　
大
平
　
雅
芳
（
作
木
支
所
）

主
任
　
　
芳
我
真
由
美
（
健
康
推
進
課
）

主
任
主
事
後
藤
　
加
奈
子
（
学
校
教
育
課
）

主
任
主
事
高
瀬
　
美
咲
（
観
光
交
流
課
）

▼
施
設
内
全
面
禁
煙
に
つ
い
て

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で
は
平
成

2
4
年
4
月
1
日
か
ら
吉
舎
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
で
の
全
面
禁
煙
を

実
施
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く


